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臨
時
職
員（
事
務
補
助
）の

登
録
者

　

市
役
所
や
市
内
の
公
共
施
設
で

働
く
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

勤
務
日
時
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜

15
時
、土
・
日
曜
日
を
含
む
週
３
日

程
度
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
な

ど　

募
集
人
員
10
名
程
度　

賃
金

時
給
７
９
０
円　

申
込
み
11
月
20
・

21
日（
水
・
木
）の
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
に
写
真
を
張
っ
た
履
歴
書

を
持
っ
て
市
役
所
３
０
２
会
議
室

へ　

※
12
月
17
日
㈫
に
事
務
適
性

検
査
と
面
接
あ
り　

問
合
せ
職
員

課
へ
内
線
３
５
１
５

狭
山
市
国
際
交
流
協
会
の

事
務
局
職
員

勤
務
日
時
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
、９

時
〜
16
時　

募
集
人
員
１
名　

対

象
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
で
、

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
が
で
き
る
方

賃
金
時
給
７
９
０
円　

申
込
み
11

月
22
日
㈮
ま
で
に
、写
真
を
張
っ

た
履
歴
書
を
持
っ
て
自
治
振
興
課

内
狭
山
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

へ
☎
２
９
５
２
‐
４
５
８
４

消
費
生
活
相
談
員

採
用
期
間
26
年
４
月
1
日
〜
27
年

３
月
31
日　

勤
務
日
時
月
〜
金
曜

日
の
う
ち
３
〜
４
日
、９
時
30
分

〜
16
時
30
分　

内
容
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
、啓
発
業
務
な
ど　

対
象
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、消
費
生

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
お
持
ち
の
方　

募
集
人

員
１
名　

申
込
み
11
月
25
日
㈪
ま

で
に
、写
真
を
張
っ
た
履
歴
書
と

資
格
証
の
写
し
を
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
郵
送
可
）へ　

※
12
月
中

旬
〜
下
旬
に
面
接
あ
り　

問
合
せ

同
セ
ン
タ
ー
へ
☎
２
９
５
４
‐
７

７
４
５

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員

任
期
平
成
26
年
４
月
１
日
〜
28
年

３
月
31
日　

対
象
26
年
４
月
１
日

現
在
、市
内
に
引
き
続
き
１
年
以

上
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
70
歳
未

満
で
、ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
で
な
い
方　

募
集
人
員
１
名　

申
込
み
11
月
18
日
㈪
〜
12
月
６
日

㈮
に
、応
募
用
紙（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、地
区
セ
ン
タ
ー
、公
民
館
に
用

11
月
〜
１
月
は 　
　
　
　

 

滞
納
整
理
強
化
期
間

　

税
金
の
滞
納
は
、

納
期
内
に
納
税
し

て
い
る
方
と
の
公

平
を
欠
く
も
の
で

す
。県
と
県
内
す
べ

て
の
市
町
村
で
は「
ス
ト
ッ
プ
！

滞
納
」を
合
言
葉
に
、滞
納
者
へ
の

催
告
や
悪
質
な
滞
納
者
に
対
す
る

差
し
押
さ
え
を
強
化
す
る
な
ど
、

滞
納
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
７
４

市
税
の
休
日
納
税
相
談

　

平
日
の
納
税
相
談
が
困
難
な
方
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
11
月
24
日
㈰
、９
時
〜
16
時

問
合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
７
４

12
月
１
日
〜
14
日
は 　
　

 

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
習
慣
づ
け
、み
ん
な
で
悲
惨
な

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

冬
の
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
①
自

転
車
・
自
動
車
な
ど
を
運
転
す
る

場
合
、16
時
以
降
は
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
て
く
だ
さ
い
。相
手
に
も
こ

ち
ら
の
存
在
を
早
く
気
づ
か
せ
る

効
果
が
あ
り
ま
す 

②
お
酒
を
飲

む
機
会
が
多
い
季
節
で
す
。運
転

者
は
、飲
酒
運
転
を「
絶
対
に
し
な

い
」と
い
う
強
い
意
志
を
持
ち
、ま

た
、飲
食
店
も
、運
転
者
に
酒
類
を

提
供
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

県
下
統
一
重
点
目
標
▼
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止 

▼
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進 

▼
飲
酒
運
転
の

根
絶
と
路
上
寝
込
み
な
ど
に
よ
る

交
通
事
故
防
止　

狭
山
市
の
年
間

重
点
目
標
▼
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止　

問
合
せ
交
通
防

犯
課
へ
内
線
３
６
９
１

消
防
団
の
特
別
点
検

　

市
長
が
点
検
者
と
な
り
、団
員

の
部
隊
行
動
、車
両
や
機
械
器
具

の
整
備
状
況
を
点
検
・
評
価
し
ま

す
。当
日
は
、消
防
車
両
に
よ
る
一

斉
放
水
訓
練
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。な
お
、当

日
の
７
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。火
災
と
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
12
月
１
日
㈰
、８
時
30
分
か

ら　

場
所
柏
原
河
川
敷
公
園　

問

合
せ
防
災
課
へ
内
線
３
６
９
７

野
外
で
の
焼
却
は
禁
止

　

家
庭
ご
み
な
ど
の

野
外
焼
却
は
、
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。煙
や
に
お
い
で
近
所
に

迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、ぜ

ん
そ
く
の
方
に
と
っ
て
は
深
刻
な

問
題
で
す
。ま
た
、わ
ず
か
で
す
が

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。農
家
の
方
が
、

田
畑
で
行
う
不
用
作
物
の
焼
却
な

ど
、例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る

行
為
で
も
、周
囲
へ
の
配
慮
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
環
境
課
へ
内
線
３
６
８
１

生
ご
み
、捨
て
る
前

生
ご
み
、捨
て
る
前

に
ひ
と
し
ぼ
り

に
ひ
と
し
ぼ
り

意
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）と
応
募
の
動
機（
１

千
字
程
度
）を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
郵
送
可
。当
日
消
印
有
効
）へ
内

線
５
７
１
１

食
卓
い
す 

◇
犬
用
ケ
ー
ジ 

◇
男

児
服（
１
１
０
㎝
） 

◇
女
児
服（
80

〜
90
㎝
） 

◇
ピ
ア
ノ 

◇
裂
き
織

り
機

※
利
用
は
市
内
在
住
で
20
歳
以
上

の
方
に
限
り
ま
す
。交
渉
は
本

人
同
士
で
行
い
、ト
ラ
ブ
ル
の

際
も
対
処
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
・
登
録
月
〜
土
曜
日
、９
時

〜
16
時（
祝
日
を
除
く
）に
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
不
用
品
登
録
専
用
電

話
へ
☎
２
９
５
４
‐
４
９
５
３

11
月
か
ら
小
型
家
電
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
開
始

　

市
で
は
、小
型
の

家
電
製
品
に
含
ま
れ

る
金
や
銅
、レ
ア
メ

タ
ル
な
ど
の
資
源
を

有
効
利
用
す
る
た
め
、11
月
か
ら
小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま
す
。

　

な
お
、奥
富
環
境
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ま
れ
た「
も
や
さ
な
い
ご

み
」な
ど
か
ら
抽
出
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
た
め
、ご
み
の
分
別
や

排
出
方
法
は
従
来
と
同
様
で
す
。

※
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、洗
濯
機
、エ

ア
コ
ン
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
対
象
品
目
、パ
ソ
コ
ン
、携

帯
電
話
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り

法
令
な
ど
に
則
っ
た
処
理
を
お

願
い
し
ま
す

問
合
せ
資
源
循
環
推
進
課
へ
内
線

３
６
３
１

も
し
も
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
と
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。万
一
の
と
き
の
た
め
に

も
、納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◆
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

や
日
本
在
住
の
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
過
去
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、

病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害
認
定
日

に
、国
民
年
金
法
に
定
め
る
１
、２

級
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

や
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を

満
た
し
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
子
（※）
か
子
の
あ
る
妻
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
（※） 

18
歳
到
達
年
度
末
ま

で
の
子
か
20
歳
未
満
で
国
民
年
金

法
に
定
め
る
１
、２
級
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
子

問
合
せ
保
険
年
金
課
へ
内
線
１
０

５
７

情報ガイド情報ガイド

募　

集

募　

集

募　

集

情報ガイド情報ガイド （
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

（
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

（
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

不
用
品
の
登
録
制
度

▼
は
無
料
、◇
は
応
相
談

譲
り
ま
す
▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

（
外
用
） 

▼
女
児
用
子
ど
も
服（
１

１
０
〜
１
２
０
㎝
） 

▼
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト 

▼
食
洗
機 

▼
大
人
用

紙
お
む
つ（
Ｌ
〜
Ｌ
Ｌ
サ
イ
ズ
・
男

女
共
用
） 
▼
シ
ル
バ
ー
カ
ー 

▼

電
動
三
輪
自
転
車 
▼
キ
ャ
リ
ー

ケ
ー
ス（
猫
用
） 

▼
本
箱 

▼
五
月

人
形
セ
ッ
ト 

▼
ワ
ー
プ
ロ 
◇
電

動
式
機
関
車
ト
ー
マ
ス 
◇
ホ
ッ

ト
カ
ー
ペ
ッ
ト（
２
畳
用
） 

◇
こ

た
つ
布
団（
２
０
０
×
２
０
０
㎝
） 

◇
犬
小
屋

譲
っ
て
く
だ
さ
い
▼
こ
た
つ
天
板 

▼
剣
道
用
具
一
式 

◇
子
ど
も
用

情報ガイド情報ガイド情報ガイド情報ガイド

暮
ら
す

暮
ら
す

暮
ら
す

市内の放射線量の測定結果
　市では、市内を2㎞四方のメッシ
ュ状に区切り、代表的な公共施設
15地点で空間放射線量の測定を行
っています。
　10月8日の各地点の測定結果は、
1時間あたり0.038～0.092マイクロ
シーベルト、年間換算値では0.200
～0.484ミリシーベルトで、国際放
射線防護委員会で示した平常時の
放射線量の限度（年間1ミリシーベ
ルト）をすべての地点で下回ってい
ました。各地点の詳しい測定結果は、
ホームページでご覧になれます。
　なお、日常の放射線量に対する
相談をお受けしていますので、お気
軽にお問い合わせください。
※次回は、2月号に掲載予定です
問合せ環境課へ内線3681

◆２つの市民大学を統合し、新たに「（仮称）市民大

学」を開校

　狭山市では現在、狭山シニア・コミュニティ・カ

レッジと狭山元気大学の2つの市民大学を開設し

ています。このたび、その2つの市民大学を統合

し、それぞれの特徴を生かしつつ、活力ある地域社

会の実現とまちづくり活動を担う人材の育成を目

的として、新たに幅広い世代が学ぶ「（仮称）市民大

学」を開校します。

◆「（仮称）市民大学」の事業

　①まちづくりを担う人材の育成

　②学びの成果を地域社会で活かす仕組みづくり

　③学びを通しての生きがいづくりと仲間づくり

　④調査・研究

◆市民との協働による運営

　（仮称）市民大学は、NPO法人に運営を委託し、

平成26年4月「（仮称）市民大学」が誕生します～新しい市民大学の名称を募集～

狭山シニア・コミュニティ・カレッジと狭山元気大学を統合
行政と市民との協働による運営を推進します。

◆「まちづくり学部」と「いきがい学部」を開設

　まちづくりを担う人材の育成と、学びを通した

生きがいづくりを目的とする2つの学部を設け、

各コースには、体験・実践を重視したカリキュラム

を多く取り入れます。

※受講生募集案内は､26年2月の広報さやまやホ

ームページに掲載します

◆「（仮称）市民大学」の名称を募集

　名称を公募します。新しい市民大学にふさわし

い名前をご提案ください。

募集期限11月30日㈯（必着）　応募方法名称、提案

理由、住所、氏名を記入し、狭山元気プラザ（郵送、

FAX、電子メール可。〒350‐1304 狭山台1‐21）へ

※一人１名称のみ　

問合せ同施設へ☎2968‐6885 52959‐2785


